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旅
の
歌
の
枠
組
み

　
以
前
か
ら
筆
者
は
世
相

・
風
俗
に
興
味
が
あ
り
、
そ
の
変
遷
と
社
会

情
勢

・
事
件
と
の
相
関
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
な
手
法
で
分
析
し
て
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。
風
呂
敷
を
広
げ
る
な
ら
ば
、
文
化
の
パ
タ
ー
ン

分
析
を
行

っ
て
み
よ
う
と
い
う
訳
で
あ
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
た
ま

た
ま
親
交
の
あ
る
観
光
人
類
学
者

か
ら
の
示
唆
が
あ
り
、
ま
た
、
自
身

「な

つ
メ
ロ
」
好
き
で
あ
る
こ
と
も
手
伝

っ
て
、
昭
和
歌
謡
曲
を

「
旅

の
歌
」
と
い
う
切
り
口
か
ら
歌
詞
分
析
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
本
稿
で

は
、

そ
の
結
果
の
概
略
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
筆
者
は
、
歌
わ
れ
る
旅
を
、
「行
く
旅
」
「
帰
る
旅
」
「
さ
す
ら

い

の

旅
」

と
い
う
、
次
の
三

つ
の
枠
組
み
で
考
え
る
こ
と
に
し
た
。　
「
行
く

旅
」
は
、
未
知
の
世
界

へ
向
か
う
未
来
志
向

の
も
の
で
、

「
憧
れ
」
を

動
機
と
す
る
。　
「帰
る
旅
」
は
過
去
志
向

で
、
し
ば
し
ば

「郷
愁
」
と

結
び

つ
く
。　
「
さ
す
ら
い
の
旅
」
は
、
故
郷
、
安
住

・
安
定

の
地
、
希

望
の
満
た
さ
れ
る
地
、
な
ど
を
求
め
る
が
得
ら
れ
な
い
、
と
い
う
状
況

を
表
す
旅
で
、
広
い
意
味
で
の

「
郷
愁
」
と
結
び

つ
く
。

　

こ
の
よ
う
な
三
つ
の
旅
と
い
う
枠
組
み
に
沿

っ
て
、
昭
和

ヒ
ッ
ト

・

レ
コ
ー
ド
を
題
材
と
し
て
分
析
を
行

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
歌
謡
史
を

振
り
返
る
際
に
し
ば
し
ば
陥
り
が
ち
な

「自
分
史
に
引
き

つ
け

た

分

析
」
と
い
う
弊
か
ら
逃
れ
、
で
き
る
だ
け
客
観
的
な
分
析
を
行
い
た
い

と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
様

々
な
情
報
メ
デ

ィ
ア
が
発
達
し

た
現
在
、
歌
謡
曲
の
流
行
を
シ
ン
グ
ル
・
レ
コ
ー
ド
の
売
上
げ
だ
け
で

把
握
す
る
こ
と
は
お
の
ず
か
ら
無
理
が
あ

る
。
特
に
、
シ
ン
グ
ル
で
は

な
く
ア
ル
バ
ム
が
主
体
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ミ

ュ
ー
ジ

ッ
ク
に
つ
い
て
の
分

析
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断

っ
て
お
き
た
い
。

地
名
入
り
歌
謡
曲
の
消
長

　
近
代
的

レ
コ
ー
ド
産
業
が
成
立
し
た
の
は
昭
和
初
期
で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
ら
レ
コ
ー
ド
会
社
は
、
「
都
会
賛
美

調
」
、
「地
方
賛

美

調
」
、
「股

旅
や
く
ざ
も
の
」
な
ど
の

「
旅
の
歌
」
を
大
量
に
生
み
出
し
始
め
た
。
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「都
会
賛
美
調
」
と

「地
方
賛
美
調
」
の
歌
謡
曲
流
行
の
背
景

に
は
当

時
の
都
会
-
地
方
の
対
立
関
係
が
あ
り
、

「
股
旅
や
く
ざ
も
の
」
流
行

の
背
景
に
は
、
金
融
恐
慌
、
農
村
の
疲
弊
、
軍
部
の
影
と
い
っ
た
社
会

不
安
が
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
昭
和

歌

謡

曲

は

「
旅
の

歌
」

か
ら
始
ま

っ
た
、
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

こ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
地
名
入
り
歌
謡
曲
、
す
な
わ
ち

一

般
に

「
ご
当
地
ソ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
歌
謡
曲
の
出
現
率
で
あ
る
。
地

名
が
入

っ
た
歌
謡
曲
の
全
て
が
旅
に
関
係
す
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
が
、

一
つ
の
指
標
と
し
て
取
り
上
げ
て
み
た
。
　
『全
音
歌
謡
曲
大
全

集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
、

一
九
八
七
年
前
半
ま
で
の
昭
和

ヒ
ッ
ト
歌

謡
曲

二
七
〇
八
曲
の
中
か
ら
、
歌
詞
に
地
名
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
明
ら
か
に
地
域
が
推
測
で
き
る
も
の
五
四
六
曲
を
選
び
出
し
、

ほ
ぼ
五
年
刻
み
の
各
期
間
に
お
い
て
、
総
歌
謡
曲
に
占
め
る
割
合
、
す

な
わ
ち
出
現
率
を
計
算
し
た
。
そ
の
出
現
率
の
推
移
を
眺

め

て

み

る

と
、
昭
和
初
期
に
は
総

ヒ
ッ
ト
歌
謡
曲
の
四
〇
%
が
地
名
入
り
歌
謡
曲

で
あ
り
、
昭
和
歌
謡
曲
は
旅
の
歌
か
ら
始
ま

っ
た
、
と
述
べ
た
こ
と
を

裏
付
け
て
い
る
。

　
歌
わ
れ
る
地
域
の
変
遷
も
含
め
て
、
地
名
だ
け
で
な
く
風
物
描
写
の

含
ま
れ
る
歌
謡
曲
を
旅

の
歌
と
考
え
て
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
よ

う
。
昭
和
初
期
に
は

「都
会
賛
美
調
」
(道
頓
堀
行
進
曲
、
東
京
行
進
曲
な

ど
)

の
舞
台
と
し
て
の
東
京
、
京
都
、
大
阪
や
、
大
正
期
の
新
民
謡
運

動
を
引
き
継

い
だ
観
光
歌
謡
と
し
て
の

「地
方
賛
美
調
」
(波
浮
の
港
、

茶
切
節
な
ど
)
の
舞
台
と
し
て
の
湘
南
、
伊
豆
、
箱
根
な
ど
首
都
圏
周
辺

観
光
地
、
な
ど
、
地
域
は
限
定
さ
れ
て
い
た
。

　

一
九
三

一
年

の
満
州
事
変
、
翌
年
の
第

一
次
上
海
事
変
を
契
機
と
す

る
戦
線
拡
大
に
伴

っ
て
、
満
州
を
舞
台
と
す
る

「
曠
野
も

の
」

(国
境

の
町
な
ど
)
と
い
っ
た
陸
軍
の

「
北
進
論
」

に
対
応
す
る
も
の
や
、
海
軍

の

「
南
進
論
」
に
対
応
す
る
ジ

ャ
ワ
、
タ
イ
、
上
海
な
ど
の

「
現
地
も

の
」
(上
海
の
花
売
り
娘
、
ジ
ャ
ワ
の
マ
ン
ゴ
売
り
な
ど
)
が
増
え
る
と
と
も

に
、
民
衆
の
社
会
不
安
を
反
映
し
た

「
マ
ド
ロ
ス
も
の
」
(博
多
ブ
ル
ー

ス
、
別
れ
船
な
ど
)
や

「
股
旅
や
く
ざ
も
の
」
(赤
城
の
子
守
唄
、
大
利
根
月

夜
な
ど
)
の
舞
台
と
し
て
の
利
根
、
潮
来
、

博
多
、

上
州
、
信
州
な
ど

が
増
え
て
く
る
。

　
敗
戦
直
後
の
時
期
、
歌
わ
れ
る
土
地
は
東
京
に
集
中
す
る
。
敗
戦
東

京
の
現
実
を
直
視
し
哀
感
こ
め
て
歌
う

「
現
実
悲
観
調
」
(星
の
流
れ
に

な
ど
)
と
、
戦
争
が
終
わ

っ
た
と
い
う
解
放
感
や
戦
前
東
京

を
懐
古
す

る

「
現
実
楽
観
調
」
(東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
、
夢
淡
き
東
京
な
ど
)
に
大
別
で
き

る
。

一
九
五
五
年
か
ら

一
九
六
四
年
の
時
期
に
は
、
経
済
復
興
、
高
度

経
済
成
長
を
反
映
し
、
復
興
し
た
モ
ダ
ン
東
京
を
賛
美
す
る

「
モ
ダ

ン

東
京
賛
美
調
」
(有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
、
西
銀
座
駅
前
な
ど
)
の
歌
や
、

地
方
か
ら
都
会

へ
の
大
規
模
な
人
口
移
動
を
背
景
に

「
都
会
-
地
方
交

流
」
の
歌

(リ
ン
ゴ
村
か
ら
、
別
れ
の
一
本
杉
な
ど
)
が
現
れ
た
。
特
に
、

都
会

へ
の
憧
れ
と
郷
愁
が
交
錯
し
て
歌
わ

れ
る
後
者
の
タ
イ
プ
が
頻
出

し
た
。

　

こ
の
時
期
、
地
名
入
り
歌
謡
曲
の
出
現
率
も
戦
後
期
の
ピ
ー
ク
を
示

し
、
こ
れ
は
人
口
移
動
と
強
い
相
関
を
持

っ
て
い
る
。
国

勢

調

査

の



文化のバターン分析(久 保)119

「
人

口
移
動
」
統
計
か
ら
、
南
関
東
、
中
京
、
西
近
畿
な
ど
の
大
都
市

圏

へ
の
人
口
流
入
を
算
出
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
の
推
移
曲
線
が
地

名
入
り
歌
謡
曲
出
現
率
の
推
移
曲
線
と
見
事
に

マ
ッ
チ
す

る

の

で

あ

る
。
　
一

九
六
五
年
以
降
、
都
会

へ
の
人
口
流
入
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
る
と
、

今
度

は
地
方

の
歌
が
増
え
始
め
る
。
現
在
と
同
じ
よ
う
に
、
当
時
も
都

会

へ
の
集
中
の
反
動
と
し
て
地
方
分
散
や
地
方
復
権
が
叫
ば
れ
た
が
、

歌
の
世
界
で
も

「
ご
当
地
ソ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

歌
わ
れ
る
地
域
の
分
散
現
象
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
は

全
国
的
に
都
会
化
が
進
行
し
、
都
会
-
地
方
の
対
立
関
係
は
も
は
や
消

滅
し
た
た
め
に
、
昭
和
初
期
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
地
方
の
風
物
を
風
情

豊

か
に
賛
美
す

る
歌
が
少
な
く
な

っ
て
、
恋
物
語
の
背
景
と
し
て
の
み

土
地

の
風
物
が
歌
わ
れ
る
タ
イ
プ
の
歌
が
多
く
な

っ
て
く
る
。
ネ
オ
ン

街
の
女
性
の
悲
恋
を
歌
う

「ネ
オ
ン
艶
歌
」
(柳
ケ
瀬
ブ
ル
ー
ス
、
盛
り
場

ブ
ル
ー
ス
な
ど
)
、
別
れ
た
恋
人
に
対
す
る

「
別
れ
と
未
練
の
歌
」
(函
館

の
女
、
長
崎
ブ
ル
ー
ス
な
ど
)
、
昔
の
恋
人
を
し
の
ぶ

「慕
情
の
歌
」
　
(北

上
夜
曲
、
小
樽
の
ひ
と
よ
な
ど
)
が
、
地
方
を
舞
台
に
登
場
す
る
。

　
一

九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
以
降
、

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー

・
ジ

ャ
パ
ン
」

な
ど
、
若

い
女
性
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
す
る
旅
行
ブ
ー
ム
が

仕

掛

け

ら

れ
、
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
も
の
」

(わ
た
し
の
城
下
町
、
瀬
戸
の
花
嫁
な
ど
)

や

「
京
都
も
の
塊
京
都
慕
情
、
京
の
に
わ
か
雨
な
ど
)
が
流
行
を
見
せ
る
。

　
一

九
七
五
年
頃
以
降
の
旅

の
歌
謡
曲
は
、
恋
人
と
の
別
れ
や
未
練
を

歌
う
演
歌

(北
の
宿
か
ら
、
み
ち
の
く
ひ
と
り
旅
な
ど
)
と
、
ニ
ュ
ー
ミ

ユ

ー
ジ

ッ
ク
や
ア
イ
ド
ル
歌
謡

(青
い
珊
瑚
礁
、
サ
ザ
ン
・
ウ
イ
ン
ド
な
ど
)

に
大
別
で
き
る
。
前
者
は
殆
ど
北
方
を
舞
台
と
し
、
後
者
は
海
外
旅
行

の
日
常
化
を
反
映
し
て
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
南
方
や
様

々
な
外
国
を
舞

台
と
す
る
、
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　
も
う

一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
、
グ
ラ
ビ
ア
雑
誌
な

ど
、
視
覚
メ
デ

ィ
ア
が
与
え
る
イ
メ
ー
ジ

が
旅
の
動
機
付
け
の
主
役
を

担
う
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
歌
謡
曲
の
持

つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
低
下
し

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
の
先
行

は
、
旅
行
の
意
味
に
も
変
化

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
旅
行
と
は
、
様

々
な

メ
デ

ィ
ア
に
よ
っ
て
既
に
自

分
の
内
部
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ

を
現
地
に
で
か
け
て
確
認
す

る
行
為
な
の
で
あ
っ
て
、
新
た
な
発
見
や
感
動
は
最
初
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
歌

か
ら
イ
メ
ー
ジ
の
歌

へ
の
変

化
は
、
地
名
を
特
定
せ
ず
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
歌
の
増
加
、
歌
詞
に

お
け
る
風
物
描
写
の
減
少
、
な
ど
の
点
に
現
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
旅

が
歌
謡
曲
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
成
立
し
に
く
く
な

っ
た
時
代
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

旅
の
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
の
変
遷

　
こ
の
こ
と
を
、

一
種
の
歌
詞
の
モ
デ

ル
化
に
よ
っ
て
確
認
し
て
み
よ

う
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
旅
の
歌
の
ジ

ャ
ン
ル
分
類
に
あ
た

っ
て
筆

者
が
注
目
し
た
の
は
、
憧
れ
、
郷
愁
、
慕
情
、
未
練
な
ど
の
心
情

モ
チ

ー
フ
の
他
に
、
風
物
描
写
程
度
、
登
場
入
物
な
ど
の
特
徴
パ
ラ
メ
ー
タ

で
あ
る
。
風
物
描
写
程
度
は
、
視
覚
的
、
聴
覚
的
な
も
の
を
示
す
名
詞
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現実楽観調

モダン東京賛美調

都会賛美調

地方賛美調
ふ るさと再発見

慕情

都会・地方交流
別れと未練

南方と外国

 

風
物

描

写
指

数
京都もの

ネオン艶歌

 

が
歌

詞
に
出
現
す
る
数
を
あ
て
、
こ
れ
を
風
物
描
写
指
数
と
す
る
。

　
登
場
人
物
に
つ
い
て
は
、
歌
詞
に

一
人
称
の
み
登
場
す

る
も

の

に

1、

二
人
称
ま
で
登
場
す
る
も
の
に
2
、
あ
の
子
、
あ
の
人
な
ど
過
去

の
恋
人
を
三
人
称
で
呼
ぶ
も
の
に
3
、
肉
親
や
友
人
が
登
場
す
る
も
の

に
4
、
没
交
渉
の
第
三
者
の
み
登
場
す
る
も
の
に
5
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の

カメラアングル指数

旅の歌の特徴空間

歌
に
得
点
を
与
え
、
こ
れ
を
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
指
数

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
歌
詞
の
ス
ト
ー

り
ー
を
映
画
化
す
る
と
考
え
た
場
合
、
得
点
が
小
さ

な
歌
は
描
写
の
焦
点
が
自
分
に
近
い
、
い
わ
ば
ク
ロ

ー
ズ

・
シ
ョ
ッ
ト
の
画
面
で
あ
り
、
逆
に
得
点
の
大

き
な
も
の
は
遠
く
に
焦
点
の
あ
る
ロ
ン
グ

・
シ
ョ
ッ

ト
の
画
面
作
り
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
用

い
て
、
旅
の
歌

の
ジ

ャ
ン
ル
の
特
徴
空
間
を
描

い
て
み
た
の
が
上
図

で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
興
味
あ
る
事
実
が
指
摘
で
き

る
が
、
特
に
注
目
し
た

い
の
は
、
図
の
右
上
か
ら
左

下

へ
の
時
間
的
な
変
遷

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ン

グ

・
シ

ョ
ッ
ト
の
歌
か
ら
ク
ロ
ー
ズ

・
シ

ョ
ッ
ト
の

歌

へ
の
変
化
、
風
物
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
含
む
歌

か
ら
恋
の
歌

へ
の
変
化
が
読
み
取

れ

る

こ
と

で
あ

る
。
こ
れ
は
、
歌
謡
曲
が
社
会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を

弱
め
、
私
生
活
中
心
主
義
の
も
の
へ
と
変
化
し
て
き

た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
地
名
入

り
歌
謡
曲
出
現
率
の
低
下
と
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
現
在
は
、
移
動

と
し
て
の
旅
の
歌
が
成
立
し
に
く
く
な

っ
た
時
代
で
あ

る
と
言

え

よ

う
。
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心
の
旅
の
分
析
に
向
け
て

　
以
上
は
、
空
間
的
移
動
と
し
て
の
旅
に
着
目
し
た
分
析
で
あ
る
が
、

時
間
的
移
動
と
し
て
の
旅
、
い
わ
ば
心
の
旅
路
に
関
す
る
歌
も
日
本
人

の
好
き
な
ジ

ャ
ン
ル
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
青
春
時
代
を
回

顧

す

る
歌

も
、
自
分
自
身
の
過
去

へ
の
旅
を
歌

っ
て
い
る
と
見
な
す

こ
と
が
で
き

る
か
ら
、
お
そ
ら
く
時
間
的
な
帰
る
旅
も
、
歌
謡
曲
の
中
で
か
な
り
大

き
な
割
合
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
、
先
述
し
た
私
生
活
中
心

へ
の
シ
フ

ト
に
伴

っ
て
、
そ
れ
ら
の
数
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が

予

想

さ

れ

る
。
　
帰

る
旅
は

「
ふ
る
さ
と
」
と
結
び

つ
い
て
い
る
。

こ
こ
で
、
生
ま
れ

育

っ
た
土
地
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
」
を
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
永
遠
に

帰
れ
な
い
場
所
、
あ
る
い
は
過
去
、
果
た
せ
な
か
っ
た
若

い
日
の
夢
、

精
神

的
安
住

の
地
、
な
ど

へ
も
拡
大
解
釈
し
、
こ
れ
ら
を
モ
チ
ー
フ
と

す
る
歌
を
分
析
し
て
み
れ
ば
、
日
本
人
に
と

っ
て
広
い
意
味
で
の

「
ふ

る
さ
と
観
」
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
の
か
、
を
論
じ
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
他
民
族
文
化
と
の
比
較
も
含
め
て
こ
の
よ
う

な
方
向

へ
展
開
で
き
た
ら
、
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
分
析
作
業
は
、
基
本
的
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
処
理
に
よ

っ
て

進
め
て
い
く
が
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
歌
詞
と
い
う

一
次
情
報

を
単
に
デ
ー
タ
べ
ー
ス
化
し
た
だ
け
で
は
不
十
分
な
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
を
如
何
に
モ
デ

ル
化
し
て
二
次
情
報
を
引
き
出
す
か
、
そ
し
て
、
そ

れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
数
値
化
し
て
い
く
か
が
、
人
文
社
会
科
学
の
研
究

に
お
け
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
利
用
の
鍵
で
あ

る
。
こ
の
点
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
人
文
社
会
科
学

へ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
応
用
を
考
え

て

行

き

た

い
。

　

　

　

　

(京
都

大
学

大
型
計
算

機
セ

ン
タ
ー
助
教
授

・
京
大

・
エ

・
昭
4
7)


